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…平和のための原子力
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参加者 642名

科学貢献 365件

FR13会議： 国別の科学貢献
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IAEA共同研究活動（CRA）と
共同研究プロジェクト（CRP）を通したその実施

CRAはIAEAのプログラム、サブプログラムおよびプロジェクト（例えば高速
炉技術開発）に対応する。

研究開発：主に応用研究

CRPを通したCRAの実施。それにより共通の興味のある研究テーマに関し
て協力する目的で、発展途上加盟国と先進加盟国の研究機関を集める。

スコープ
主に開発途上国での能力構築に貢献する。
IAEAの調整活動が大きな付加価値を提供する、あるいは独自の貢献を示す分
野に取り組む。

加盟国に関わり、進行中の国家的および国際的活動に補完的な役割を果たし、
それらの活動との相乗効果を促進する。

新しい知見と科学的、技術的問題のより深い理解を得て、その解決のための提
言を行う。

先進国と途上国間の知識の移転を支援するための科学者間、研究機関間の
ネットワーク作りを促進する。
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主任科学研究者（CSI）に代表される、5～15の国立研究機関によるネッ
トワーク

研究、技術および博士契約による実施

研究、技術および博士契約

研究取決め

研究調整会議（RCM）

通常予算からの資金、関心のある加盟国からの追加予算提供もある

明確で具体的な1つ以上の目標を持つ

3～5年間で結果を得る

IAEA TECDOC（CRPの終了より12か月以内にIAEA出版委員会によっ
て承認される）、外部出版、国際ジャーナル、IAEAのウェブサイト等によ
り結果を広く普及させる。

CRPの実施

22

新CRPの主なステップ

テーマの特
定（IAEAと
加盟国間
の協力）

とCRPの

予備提案

CRPをIAEA
のプログラ
ムと予算に

入れる

CRP案の詳
細を準備し
承認を得る
ためIAEA 
CCRA*に

提出

関心ある

加盟国から
の研究契

約と取決め
案の提出

TWG-FR会合に
おけるJAEAによ
るテーマの提示

＋予備提案

次のIAEAプロ
グラムと予算:
2016-2017年

（枠外予算がな
ければ）

提案詳細
プレゼンの
ためのコン
サルタン
シー会合

2015年に準備し
2016年の早期
にCRPを開始
（第1回RCM）

* CCRA: 共同研究活動ための委員会
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フランスASTRIDプロジェクトについて

日本とフランスの協力

もんじゅへの期待

アラン ・ポラキア

フランス原子力・代替エネルギー庁 (CEA)

原子力エネルギー局 革新技術・産業支援本部長

|  PAGE 1

もんじゅ ASTRID

なぜ高速中性子炉か？

3つの主な理由:

• リサイクルによるプルトニウム在庫量増加への対処

• ウラン資源の有効活用
現存の原子炉では、天然ウランをたった1％しか使用できない
しかし、高速中性子炉では、80％以上のウラン資源の活用が可能

現在のフランスが保有する劣化ウランの貯蔵量は、高速中性子炉
により何千年分もの発電に必要な燃料を賄うことが可能

• マイナーアクチニドを変換して燃焼させることが可能

|  PAGE 2Monju International Workshop - April 25, 2013                    Alain Porracchia, CEA - Nuclear Energy Division             
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